
第三部会（第 26期・第４回）議事要旨 

 

Ⅰ 日 時  

令和６年 10月 22日（火）９:30～12:00 

 

Ⅱ 会 場 日本学術会議６階 ６-Ｃ(１)(２)会議室及びオンライン（ハイブリッド会議） 

 

Ⅲ 出席者 

（会場現地） 

有村 博紀、市川 温子、大場 みち子、大橋 弘美、岡本 裕巳、沖 大幹、小口 高、奥村 幸子 

尾﨑 由紀子、北川 尚美、倉本 圭、黒橋 禎夫、越塚 誠一、腰原 伸也、三枝 信子、 

齋藤 政彦、櫻井 博儀、笹木 圭子、三瓶 政一、下條 真司、下田 吉之、杉山 直、鈴木 朋子 

須藤 雅子、関谷 毅、髙木 周、高田 保之、竹内 徹、多々納 裕一、田中 真美、玉田 薫 

田村 圭子、常行 真司、永井 由佳里、中野 貴由、中村 卓司、西原 寬、塙 隆夫、福島 孝典 

松本 健郎、三浦 佳子、光石 衛、宮崎 恵子、望月 拓郎、森 初果、森口 祐一、森田 一樹 

薮田 ひかる 

（オンライン） 

浅川 智恵子、伊藤 由佳理、岸本 康夫、佐古 和恵、佐々木 園、菅 裕明、高田 広章 

田中 雅明、西 弘嗣 

（57名、敬称略） 

説明人 根本 香絵（連携会員） 

事務局 新田、青池、角田、辻、藤田、中塚、冨岡、近藤、齋藤、佐藤 

 

Ⅳ 議 事 

１）第三部会（第 26 期・第３回）議事要旨の確認 

２）2024年度下半期・第三部予算執行方針について 

３）第26期第三部査読等の方針について 

４）第三部夏季部会について 

５）総会での議論に関する意見交換 

６）委員会等からの活動報告（意思の表出検討中の委員会等） 

７）博士人材育成について 

８）その他 

 

 ＜配布資料＞ 

【統合版】 

資料１ 第三部会（第 26 期・第３回）議事要旨 

資料２  2024年度下半期・第三部予算執行方針 

 資料３－１ 第 25期の科学的助言機能・「提言」等の在り方の見直しを受けた、第三部査読等の手

順（改訂版） 

 資料３－２ 日本学術会議における意思の表出の作成手続きの概要 

 資料３－３ 意思の表出説明資料（磯副会長総会資料抜粋） 



 資料４ 令和６年度第三部夏季部会事後報告書 

 資料５－１ 提言案「生成 AI を受容・活用する社会の実現に向けて」 

 資料５－２ 提言案「量子未来社会の健全な発展へ向けた課題と展望（仮））」骨子案 

 資料６ 第三部における博士人材育成について 

 

【参考資料】 

１ 第三部会員名簿 

２ 今後の開催予定 

３ 日本学術会議傍聴規則 

４ 見解「日本の社会・産業をリードする化学系博士人材の育成支援と環境整備～産・官・学一体で取

り組む博士人材層強化への流れづくりと博士課程進学に対するポジティブイメージの醸成～」 

５ 「博士人材と女性理工系人材の育成・活躍に向けた提言」日本経済団体連合会 

６ 「キャリアパス調査の結果報告」－第 24期日本学術会議天文学・宇宙物理学分科会より－ 

７ 報告「理工系分野におけるジェンダーバランスの現状と課題」 

 

-------------------- 

 

議事 

 

・ 部長より、オンライン参加も正式な出席と認める旨、現地会員へ諮り、了承された。 

・ 定足数を確認の上、開会。 

・ 事務局より、本日の配布資料について説明。 

 

１．第三部会（第 26 期・第３回）議事要旨の確認について 

・ 沖部長より、資料１に基づき前回部会議事要旨の確認を行った。 

 

２．2024年度下半期・第三部予算執行方針について 

・ 事務局より、資料２に基づき 2024年度下半期・第三部予算執行方針について説明をした。 

 

３．第 26期第三部査読等の方針について 

・ 事務局より、資料３－1、３－２、３－３に基づき説明した後、会員間で意見交換を行った。 

・ 各部横断的な委員会等における査読の手順、期をまたいだ意思の表出の在り方などについて、確認

を行った。 

 

４．第三部夏季部会について 

・ 関谷幹事より、資料４に基づき８月１日に開催した公開シンポジウムを中心に、第三部夏季部会に

ついて報告を行った。 

 

５．総会での議論に関する意見交換 

・ 日本学術会議の在り方に関して、会員間で意見交換を行った。 

 



６．委員会等からの活動報告（意思の表出検討中の委員会等） 

・ 黒橋委員より、資料５－１に基づき生成 AIに関する提言について説明の後、会員間で意見交換を行

った。 

・ 根本説明人より、資料５－２に基づき量子技術に関する提言について説明の後、会員間で意見交換

を行った。 

 

７．博士人材育成について 

・ 奥村幹事より、資料６に基づき第三部における博士人材育成に関する議論の経緯と今後の進め方に

ついて説明の後、11のグループに分かれディスカッションを行い、グループ毎に議論の結果を発表

した。 

・ 沖部長より、今後、各分野別委員会から適任者を選出していただき、奥村幹事を含めたワーキング

グループなどを立ち上げ、第三部と材料工学委員会が協力し、アンケートの作成に向けて作業開始

することを確認した。 

 

８．その他  

・ 特に無し。 

 

 

 

以上 


